
第７回プライフーズカップ争奪八戸市 U-11 フットサル大会要項 

         

１ 主  催   NPO 法人八戸市サッカー協会 

          

２ 特別協賛   (株)プライフーズ 

 

３ 期  日   予選リーグ        ２０１９年 ２月２日（土） 

         決勝トーナメント          ２月３日（日） 

 

４ 会  場   開会式           八戸市南郷体育館 

         予選リーグ         南郷体育館（前半・後半） 

吹上小学校、青潮小学校 

         決勝トーナメント・閉会式  八戸市南郷体育館 

 

５ 競技規則 

（１）１チームはＧＫを含めて５名で構成する。ベンチに入ることができる人数は１５名以内（交代要

員７名以内、役員３名以内）とする。 

（２）試合中交代ゾーンから自由に交代ができる。ただし、プレー中の選手が完全にピッチを出てビブ

スを手渡ししてから交代選手が入る。交代要員は、競技者と異なる色のビブスを用意し、着用し

なければならない。 

（３）試合球は、小学生用フットサルボール（３号球）とし、４種委員会で準備する。 

（４）ゴールは、会場のフットサル用ゴールを使用する。 

（５）シューズは、床に色をつけない、底がアメ色のもの、またはノンマーキングのものとする。 

（６）１日目に予選リーグを行い、２ブロックの中から勝ち上がった上位２チームが２日目の決勝トー

ナメントに進出する。 

（７）試合時間は、予選リーグは１５分１本（ベンチ交換なし）。決勝トーナメントは２０分（１０分ハ

ーフ）。インターバルは３分。ランニングタイムで実施する。ただし、選手の負傷等で主審がタイ

ムを止める場合もある。 

（８）勝敗の決定 

      ・予選リーグ…勝ち３点、引き分け１点、負け０点として、勝ち点の多い順とする。 

          勝ち点が同じ場合は、①対戦上の勝敗 ②得失点差 ③総得点 ④ポイント（警

告１Ｐ・退場２Ｐ） ⑤ＰＫ戦（最大人数はベンチ入りメンバーが少ない方の人数に合わせる。

３人以降はサドンデス方式）とする。 

   ・決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ…同点の場合は３分ハーフの延長とし、それでも勝敗が決しない場合はＰＫ戦（予

選リーグと同様）とする。 

（９）背番号は１番から１２番までの通し番号が望ましい。 

 

６ 参加資格 

（１）確実にその選手がチームに所属していること。選手票または、電子選手証を持参する。 

（２）スポーツ安全保険などの保険に加入していること。 

（３）５年生以下の選手で構成された１チーム（１２名以内）であること。 



＊インフルエンザの対応について  発症または発症の疑いのある場合は出場を控える。（当日体調を崩した場合に

も検温をし、判断する。発熱のある方の会場への出入り（保護者も含む）は禁止とする。インフルエンザの発症した期

間については、医師の診断を受けた日から５日間で、なおかつ熱が下がって２日間とする。） 

 

７ ピッチサイズ等（２０１３年改正）※参考：全日本少年フットサル大会全国大会のピッチサイズ 

  ・タッチライン ３０～４０ｍ  ・ゴールライン １５～２０ｍ 

  ・センターサークル 半径２．５ｍ  ・ペナルティエリア ゴールポストから５ｍ 

  ・ペナルティマーク ５ｍ    ・第２ペナルティマーク ８ｍ 

  ・交代ゾーン ハーフウェーラインから４ｍ  横幅 ４ｍ 

  ・ゴールサイズ ３ｍ×２ｍ（内側）  ・フリーキックなどでボールから離れる距離 ４ｍ 

 

８ 表 彰    優勝 プライフーズカップ、トロフィー、賞状、メダルを授与する。 

         準優勝・３位チームには、賞状とトロフィーとメダルを授与する。 

         ４位チームには賞状とトロフィーを授与する。 

         ベスト８のチームから１人ずつプライフーズ敢闘選手賞を授与する。 

          

９ その他 

（１）本大会は開会式を行う。選手と指導者は７時４０分までに会場に集合し、開会式に参加すること。

（スポ少用のプラカードまたは県大会用のプラカードを持参。） 

（２）試合開始５分前にはメンバーそろって待機していること。 

（３）審判の割り当てをする際、予選リーグでは２ブロックの中で話し合い、各チームで協力して確実

に行うこと。決勝トーナメントは審判部が割当てを行う。（主審・副審・タイムキーパー） 

（４）会場及び選手の控室は、絶対に散らかさないこと。各チームのゴミは、責任をもって持ち帰るこ

と。万が一、器物破損となった場合は、当該チームに弁償していただく場合もある。 

（５）本大会の上位チームは、第 29 回全日本少年フットサル大会青森県大会の参加資格を得る。 

（６）予選リーグの会場準備に必ず各チームから１人以上動員として参加すること。また、駐車場係も

チームから１人ずつ配置すること。会場準備のスケジュール等は会場責任者の判断で行う 

（７）各ブロックの予選リーグ敗退チームから１名を決勝トーナメントの動員として参加させる。 

（８）シードの配分は、優勝：根城 FC、準優勝：ウインズ FC、3 位：多賀レッドスター、４位：Levante.FC

は予選リーグで各ブロックに分けられる。残りの４枠にベスト８の残りチームがフリー抽選で入

る。 

（９）各会場では、駐車券を利用して駐車場管理を行う。各チームで駐車台数制限を必ず守ること。 

   ・南郷体育館…駐車券①～⑦ ・吹上小…駐車券①～⑤ ・青潮小…駐車券①～⑦ 

   ※開会式（南郷体育館）では、駐車券①②のみ体育館周辺への駐車可能で、その他は陸上競技場

の駐車場へ駐車となる。   


